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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒

業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等につい

て，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の学習・教育目標において設定している「学生が卒業（修了）時に身につける学力や資質・能

力，養成する人材像」を達成するために，基本教育目標を定め準学士課程及び専攻科課程の学習・教

育目標を設定している（資料６－１－①－１）。各学科・専攻のカリキュラムにおけるそれぞれの科

目の役割・位置づけにより，科目毎に学習・教育目標との対応を明確にしており（資料５－１－①－

１参照，資料５－５－①－２参照），シラバスに明記して学生にも周知している（資料６－１－①－

２）。 

 準学士課程及び専攻科課程の講義科目及び演習科目については，科目毎に授業の概要，授業内容，

達成目標，評価方法と基準をシラバスに明記し，担当教員はそれぞれの評価方法と基準に基づいて定

期試験や提出物等によってその科目の達成度を評価している（資料６－１－①－２，５－２－②－１

参照）。また，卒業研究，専攻科研究，工場実習（準学士課程），インターンシップ（専攻科課程），

実験・実習，ゼミ科目については，学科・専攻に共通の基本となる評価方法を定めており，基本評価

項目以外の項目（プレゼンテーション等）も加味する科目ではその旨も合わせてシラバスに明記し，

評価方法と基準に基づいて科目毎の達成度を把握・評価している（資料６－1－①－３）。 

 また，準学士課程第１学年～３学年において，各学年30時間以上の「特別活動」を実施し，主に担

任教員が中心となって，学習・教育目標達成のために「学習」及び「生活」の両面についてきめ細か

な指導を行っている。「特別活動」には「サイエンス講話」や「進路指導ガイダンス」，「CO-OP教

育」等も含まれ，これらを通じて早い段階から技術者に必要な心構えや多様な価値観を育むよう努め

ている（資料５－３－①－２参照）。 

準学士課程における共通選択科目（５年次４科目，計４単位）では発展的な教養科目あるいは学際

的な基礎専門科目を配置し，幅広い知識の修得が可能となっており卒業時に必要な一般科目及び専門

科目の単位が修得できる（資料６－１－①－４）。一方，専攻科課程における専門選択科目では発展

的共通専門科目及び学際的専門科目を配置している（資料５－５－②－１参照）。 

卒業（修了）時に身につける学力や資質・能力の達成状況については，専攻科会議及び教務委員会

を経て，全教員が参加する教員会議（進級，卒業及び修了判定会議）において，「第１学年から第３

学年における学業成績評価並びに進級の認定に関する規程」，「第４学年及び第５学年における学業

成績の評価並びに進級及び卒業の認定に関する規程」，「専攻科の授業科目の履修等に関する規程」

に基づいて適正に評価している（資料６－１－①－５～７）。 

FD委員会では教員が達成しようとする目標を把握するための取組としてアンケートを実施してい

る（資料６－１－①－８～10）。 
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資料６－１－①－１ 

学習・教育目標（準学士課程） 
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資料６－１－①－１続き 

学習・教育目標（専攻科課程） 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，p. 1～2） 
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資料６－１－①－２ 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，S-8） 
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資料６－１－①－３ 

学科・専攻に共通の基本評価方法１ 
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資料６－１－①－３続き 

学科・専攻に共通の基本評価方法２ 
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資料６－１－①－３続き 

学科・専攻に共通の基本評価方法３ 

 

（出典：平成 25 年度シラバス，p.20～22） 
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資料６－１－①－４ 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，p.27） 
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資料６－１－①－５ 
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資料６－１－①－５続き 
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資料６－１－①－５続き 
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資料６－１－①－５続き 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，p.52～55） 
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資料６－１－①－６ 
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資料６－１－①－６続き 
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資料６－１－①－６続き 
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資料６－１－①－６続き 

 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，p.58～61） 
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資料６－１－①－７ 

（抜粋） 
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    資料６－１－①－７続き 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，p.84～86） 
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資料６－１－①－８ 

教育目標等の把握状況調査 

アンケート用紙（抜粋） 
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資料６－１－①－８続き 

教育目標等の把握状況調査 

アンケート結果（抜粋） 

 

 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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資料６－１－①－９ 

目標達成状況を把握・評価するための取組み 

アンケート用紙 

　　　　　　　　　　　　　　　　　学科名： 教員名：

自己評価 要改善

0

　　＊自己評価欄には、０～１０点までの任意の点数を記載すること。

　　＊要改善の欄には、次の通り記載のこと。
改善が必要な場合：「ㇾ」を記載　　　　　改善が不要な場合：記載なし

　シラバスに即しており十分妥当=10点

　出題範囲・内容・レベルに問題がある=0点　　シラバスに即しておりほぼ妥当=5点

　指導しなかった=0点　　少し指導を行った=5点　　指導を十分行った=10点

合計点（目標　４８点以上／８０点満点）

  改善計画（要改善の項目について記載）

６．学習・教育目標を十分達成したか。

　不十分=0点　　大体十分=5点　　完全に実施=10点

７．学生自身に達成度を評価させるための方策をとったか。（試験・レポート）

　答案等返却なしの成績表示のみ=0点　　答案等返却なしの正解掲示=4点　

　答案等の添削返却に加えて解説や個別指導も行った=10点

８．目標未達成の学生に対して何らかの指導を行ったか。

　答案等の返却のみ=6点　　　　答案等の添削返却=8点　

平成２４年度教員教育評価票

自己評価年月日： 平成  25年    月    日

３．授業の教材，準備，進め方等について反省点があるか。

　かなりある=0点　　若干ある=5点　　ほとんどない=10点

４．オフィスアワーやその他の時間に学生の来室があったか。

　全く来室がない=0点　　毎月来室があった=5点　　毎週来室があった=10点

５．試験やレポート等の内容のレベルは妥当だったか。

評価項目と採点基準（下記基準を目安に10点満点で自己評価欄に記入）

１．全体的にシラバス通りの内容で授業を実施したか。

　不十分=0点　　大体十分=5点　　完全に実施=10点

２．自学自習の指導を行ったか。

　不十分=0点　大体十分=5点　完全に実施=10点
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資料６－１－①－９続き 

目標達成状況を把握・評価するための取組み 

アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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資料６－１－①－10 

 

ＰＤＣＡ連絡会議 議事録 

日時：平成２２年１１月２日（火）１６：００－ 於 小会議室 

出席者：柳本教務主事，宮崎専攻科長，竹村教育点検評価委員長，窪田教育改善委員長，増山教

務主事補 

欠席者：橋本学生課長 

書記：増山 

 

議事 

１．授業アンケートについて 

  １－１ 窪田教育改善委員長からの報告 

   ・平成２２年度前期分のデータ集計が終了した． 

   ・平成２２年度学年末分は，学生の満足度を定量評価する項目を追加する予定． 

   ・平成２３年度以降は山形大学で実施している授業評価システムを採用する予定． 

    上記システムはアンケート設問が良く工夫されていると評価している． 

  １－２ 討論 

   ・自由記述式と選択肢式とどちらが良いか？ 

     自由記述式だと，意見の内容が感情的でないか，よく吟味する必要がある． 

   ・アンケート結果の公開は？ 

     来年度実施予定のシステムでは，結果をまとめた冊子ができあがる． 

部数は未定だが，これを図書館に置くのも一案． 

     選択授業方式の大学と違い，学生に公開してもその効果は未知数． 

２．教員相互の授業参観について 

  ２－１ 窪田教育改善委員長からの報告 

   ・平成２２年度のスケジュールが決まった． 

  ２－２ 討論 

   ・他学科の参観を推奨しないのか． 

     今年は e-learning 実施授業の参観を奨めたい． 

   ・専攻科の講義が参観対象になっていないのはなぜか． 

     偶然であり，次回以降専攻科の講義を入れるようにする． 

   ・来年度のスケジュールはどうするか？ 

     ６月頃実施も一案である． 

３．研究ノートについて 

  ３－１ 宮崎専攻科長からの発議 

   ・研究ノートの書式について，どう評価しているか？ 

  ３－２ 討論 

   ・来年度の分については予算面も含めて，事務手続き交渉中である． 

   ・ノートの取り方は分野によって異なるので，全校統一書式は無理がある． 



鶴岡工業高等専門学校 基準６ 

- 354 - 

資料６－１－①－10 続き 

 

 

・日本語文章力を付ける目的なら，一般の大学ノートでもかまわない． 

４．学修の記録について 

   ・「学修の記録」について過年度の様式が記録されていて，改善の履歴が分かるようにな

っているか？ 

     事務で過去の様式も保存している． 

   ・学修の記録を付けることが周知されていない． 

     普段学生自身が持っていないことが問題． 

     一年生から学種の記録をつけさせる方が教育効果が高い． 

     扱いやすいフォーマットを検討する必要がある． 

 

５．保存資料について 

  ５－１ 竹村教育点検評価委員長からの報告 

   ・平成２０，２１年度分の保存資料について，存在の点検を進めている． 

・進捗度シートが保存されていないケースが多い．特に web 入力できない非常勤の科目

について顕著． 

   ・教員と事務の間で，保存資料の授受簿を作製することが必要． 

   ・追認や特別指導の資料保存状況がよくない． 

  ５－２ 討論 

   ・資料保存方法のルール周知を，定期的に行うのがよい． 

   ・答案返却を各教員に徹底するべきである． 

・入学試験のように「評価のための試験」と解釈すれば，答案返却しなくても良いので

は． 

６．教務委員会の取り組み状況について 

  ６－１ 柳本教務主事からの報告 

   ・別紙資料の通り活動している． 

  ６－２ 討論 

   ・保存資料の D.I.Y.は理想だが，他者によるチェックが必要． 

   ・学年末のＰＤＣＡ連絡会議は，該当各委員会の合同委員会とするのがよい． 

   ・年度当初および前期末の連絡会議は，各委員長による少人数の会議でよい． 

 

以上 

（出典：FD 委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程・専攻科課程のカリキュラムにおけるそれぞれの科目の位置づけにより，科目毎に学習

・教育目標との対応を定めており，担当教員による科目毎の成績評価から進級・卒業及び修了判定ま

で，いずれも明記された評価方法と基準及び規定に基づいて厳密に実施されている。またFD委員会が

実施するアンケートにより取り組みが適正に行われていることがわかる。 

以上により，高等専門学校としてその目的に沿った形で，課程に応じて学生が卒業（修了）時に

身に付ける学力や資質・能力や養成する人材像について，その達成状況を適切に把握・評価するため

の組織体制がおかれ適切な取組がなされている。 

 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力につい

て，学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効果が

上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 平成20年度から５年間の準学士課程各学年の単位修得率は学年平均で96.3％～100％の高い値とな

っており，進級率は平均で99.1％～92.1％である。また卒業率（編入学生を除いた卒業生数／当該卒

業生の入学時学生数）は86.3～93.3％で推移しており，総卒業率（卒業生数／当該卒業生の入学時学

生数）は88.2～94.5％となっている。進学率は30.8～36.5％で推移している（資料６－１－②－１）。

このように準学士課程５年間の教育課程において高い進級率と卒業率が明らかであることから，基本

教育目標１）～４）が達成されている。本校では資格取得を奨励し，実用英検や工業英検，TOEIC，

甲種危険物取扱者については進級及び卒業に必要な累積単位として認めている（資料６－１－②－２

～３）。専攻科課程における単位修得率も96.5～99.4％と高い値である（資料６－１－②－１）。卒

業研究及び専攻科研究については，項目毎に評価方法を明確に定めており，厳密に評価を行うことに

よって，適正な水準を達成した学生のみを合格としている（資料６－１－①－３参照）。本校の卒業

研究や専攻科研究を通じて得られた研究成果のうち，平成24年度で学生自身が学会・研究会等で発表

した研究報告は準学士課程で32件，専攻科課程で33件あり，その中で国際会議での発表が８件であっ

たことから学生の身に付ける資質や能力が向上している（資料５－７－①－３参照）。また学修の達

成状況が優れた学生に対しては学会賞等が授与されている（資料６－１－②－４）。 
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資料６－１－②－１ 

単位修得率，進級率，卒業・総卒業率 

（準学士課程） 

 

準学士課程における過去５年間の単位修得率，進級率，卒業率・総卒業率及び進学率

単位修得率 進級判定資料の修得単位平均/修得可能単位数

20 21 22 23 24 平均

1 99.9% 99.9% 99.9% 99.7% 100.0% 99.8%

2 99.9% 99.7% 99.6% 99.3% 99.3% 99.6%

3 99.0% 98.4% 99.0% 99.0% 99.4% 99.2%

4 97.4% 97.0% 95.7% 96.3% 96.7% 97.3%

5 99.3% 97.6% 98.7% 98.2% 98.4% 99.0%

進級率

20 21 22 23 24 平均

1 99.4% 98.1% 99.4% 99.4% 99.4% 99.1%

2 97.6% 96.3% 97.5% 98.8% 99.4% 97.9%

3 93.9% 93.2% 95.7% 96.3% 98.8% 95.5%

4 93.9% 89.4% 92.5% 90.6% 90.6% 91.4%

卒業・総卒業率

卒業年度 20 21 22 23 24

卒業率 93.3% 88.2% 91.9% 90.0% 90.6%

総卒業率 94.5% 88.2% 93.2% 91.9% 90.6%

進学率

卒業年度 20 21 22 23 24

進学率 34.7% 36.5% 36.1% 30.8% 36.3%

進学者数÷卒業者数（それぞれの数字は学生便覧から）

学年

学年
年度

年度

 

準学士課程における過去５年間の単位修得率，進級率，卒業率・総卒業率及び進学率

単位修得率 進級判定資料の修得単位平均/修得可能単位数

20 21 22 23 24 平均

1 99.9% 99.9% 99.9% 99.7% 100.0% 99.8%

2 99.9% 99.7% 99.6% 99.3% 99.3% 99.6%

3 99.0% 98.4% 99.0% 99.0% 99.4% 99.2%

4 97.4% 97.0% 95.7% 96.3% 96.7% 97.3%

5 99.3% 97.6% 98.7% 98.2% 98.4% 99.0%

進級率

20 21 22 23 24 平均

1 99.4% 98.1% 99.4% 99.4% 99.4% 99.1%

2 97.6% 96.3% 97.5% 98.8% 99.4% 97.9%

3 93.9% 93.2% 95.7% 96.3% 98.8% 95.5%

4 93.9% 89.4% 92.5% 90.6% 90.6% 91.4%

卒業・総卒業率

卒業年度 20 21 22 23 24

卒業率 93.3% 88.2% 91.9% 90.0% 90.6%

総卒業率 94.5% 88.2% 93.2% 91.9% 90.6%

進学率

卒業年度 20 21 22 23 24

進学率 34.7% 36.5% 36.1% 30.8% 36.3%

進学者数÷卒業者数（それぞれの数字は学生便覧から）

学年

学年
年度

年度
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（専攻科課程） 

単位修得率

20 21 22 23 24 平均

1 97.9% 95.5% 95.9% 97.4% 97.8% 96.8%

2 99.4% 99.5% 95.6% 98.6% 99.3% 98.4%

学年
年度

 

（出典：学生課資料） 

 

資料６－１－②－２ 
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資料６－１－②－２続き 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，pp.71～72） 
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資料６－１－②－３ 

 

平成24年度鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修単位認定並びに 

進級の認定に必要な累積単位認定申請者一覧（TOEIC・英語検定）  

 

 

    第４学年  機 械 工 学 科 石 井 裕 也  TOEIC   415点（一般科目・１単位） 

     〃       〃    石 井 裕 也   〃     745点（一般科目・４単位）  

     〃       〃    石 井 裕 也   〃    530点（一般科目・２単位）  

     〃       〃    石 井 裕 也   〃    400点（一般科目・１単位）  

     〃       〃    石 井 裕 也    〃    910点（一般科目・６単位）  

     〃       〃    石 井 裕 也  実用英検準２級（一般科目・１単位）  

     〃       〃    石 井 裕 也  TOEIC  510点（一般科目・２単位）   

     〃       〃     石 井 裕 也  実用英検準２級（一般科目・１単位）  

     〃       〃    石 井 裕 也   〃  準２級（一般科目・１単位）  

     〃    電気電子工学科  石 井 裕 也  TOEIC  590点（一般科目・２単位）  

     〃    制御情報工学科 石 井 裕 也  TOEIC  555点（一般科目・２単位）  

     〃       〃    石 井 裕 也  TOEIC  410点（一般科目・１単位）  

     〃       〃    石 井 裕 也   〃    425点（一般科目・１単位）  

     〃       〃    石 井 裕 也  実用英検準２級（一般科目・１単位） 

   〃      〃    石 井 裕 也  TOEIC  430点（一般科目・１単位） 

   〃      〃    石 井 裕 也    TOEIC  835点（一般科目・４単位） 

     〃    物 質 工 学 科  石 井 裕 也  TOEIC   820点（一般科目・４単位） 

       〃       〃     石 井 裕 也  工業英検 ３級（専門科目・１単位） 

         〃       〃     石 井 裕 也   〃    ３級（専門科目・１単位） 

         〃       〃     石 井 裕 也  TOEIC  400点（一般科目・１単位） 

    〃        〃     石 井 裕 也  TOEIC   480点（一般科目・１単位） 

    〃       〃     石 井 裕 也  工業英検 ３級（専門科目・１単位） 

          〃      〃     石 井 裕 也  工業英検 ３級（専門科目・１単位） 

          〃       〃     石 井 裕 也  TOEIC   520点（一般科目・２単位） 

   〃      〃     石 井 裕 也   工業英検 ３級（専門科目・１単位） 

    〃       〃     石 井 裕 也  TOEIC   500点（一般科目・２単位）  

   〃      〃     石 井 裕 也  工業英検 ３級（専門科目・１単位） 

         〃       〃     石 井 裕 也    〃    ３級（専門科目・１単位） 

      第５学年  機 械 工 学 科 石 井 裕 也   TOEIC   880点（一般科目・４単位） 

 〃   電気電子工学科  石 井 裕 也  TOEIC   400点（一般科目・１単位） 

     〃       〃    石 井 裕 也  TOEIC   535点（一般科目・２単位） 

          〃       〃    石 井 裕 也   TOEIC  960点（一般科目・６単位） 
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資料６－１－②－３続き 

 

第５学年   電気電子工学科 石 井 裕 也  TOEIC 900点（一般科目・６単位） 

〃     制御情報工学科 石 井 裕 也   TOEIC 475点（一般科目・１単位） 

 

 

平成２４年度鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修単位認定並びに 

進級の認定に必要な累積単位認定申請者一覧（甲種危険物取扱者）  

 

       第４学年  物 質 工 学 科 石 井 裕 也    合  格   （専門科目・２単位） 

     〃       〃    石 井 裕 也     〃     （専門科目・２単位） 

     〃       〃    石 井 裕 也     〃    （専門科目・２単位） 

          〃       〃    石 井 裕 也     〃   （専門科目・２単位） 

    第５学年  物 質 工 学 科  石 井 裕 也      合   格   （専門科目・２単位） 

        〃       〃     石 井 裕 也       〃     （専門科目・２単位） 

 

(出典：学生課資料) 
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資料６－１－②－４ 

学生の学会等受賞者 

（学生の氏名部分は黒塗り）

情報処理学会
東北支部 平川賞

畠山賞 東北支部長賞 東北支部長賞 学生奨励賞

機械工学科 上野　菜穂子

電気電子工学科 上野　菜穂子

制御情報工学科 上野　菜穂子

物質工学科 上野　菜穂子

機械工学科 上野　菜穂子

電気電子工学科 上野　菜穂子

制御情報工学科 上野　菜穂子

物質工学科 上野　菜穂子

機械工学科 上野　菜穂子

電気電子工学科 上野　菜穂子

制御情報工学科 上野　菜穂子

物質工学科 上野　菜穂子

機械工学科 上野　菜穂子

電気電子工学科 上野　菜穂子

制御情報工学科 上野　菜穂子

物質工学科 上野　菜穂子

機械工学科 上野　菜穂子

電気電子工学科 上野　菜穂子

制御情報工学科 上野　菜穂子

物質工学科 上野　菜穂子

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

学会等の受賞者一覧

日本機械学会 日本化学会 電子情報通信学会
年度・学科・賞

平成２０年度

 

 

(出典：学生課資料) 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 単位修得率，進級率，卒業（修了）率の状況，資格取得状況，卒業研究及び専攻科研究等の内容・

水準から判断して，教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 平成22年度から平成24年度までの準学士課程卒業生及び専攻科課程修了生のほとんどが，就職ある

いは進学している（資料６－１－③－１）。 

準学士課程においては毎年60％以上の学生が就職している。24年度までの過去３年間の求人倍率の

平均は7.1倍と高く，就職率は100％であることから，本校卒業生が社会から強く求められていること

が分かる。また専攻科課程修了生については80～90％の学生が就職し就職率は100％である。卒業生

・修了生の就職先は製造業，建設業，電気・ガス・水道業等の各業種となっている（資料６－１－③

－２）。過去３年間で製造業に分類される企業へ就職した卒業生・修了生の割合は63.3％～67.9%を

高く，また最近の産業構造の変化からIT産業を主体としたサービス業で活躍する技術者も多い。一方，

準学士課程から専攻科・大学への進学率については高い割合を維持し，特に本校専攻科への進学者が

多い（資料６－１－③－３）。進学先はほとんどが国立の工学・理学系となっている。専攻科から大

学院への進学者も増加している．よって，基本教育目標は全て達成している。 

 

 

資料６－１－③－１ 

 

進路状況一覧表 

準学士課程 

 

（出典：学生課資料） 

 卒業生総数 就職者数 進学者数 その他・自営 求人倍率 

平成22年度 158 99 57 2 7.9 

平成23年度 159 109 49 1 6.3 

平成24年度 157 100 57 0 7.1 

 

専攻科課程 

 修了者数 就職者数 進学者数 その他・自営 求人倍率 

平成22年度 27 24 3 0 15.0 

平成23年度 30 26 3 1 14.2 

平成24年度 27 22 5 0 17.1 
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卒業生・修了生の就職先業種別一覧 

業 種 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

製 

造 

業 

食料品 5 10 12 

繊維工業 6 2 3 

出版・印刷 0 0 1 

化学工業 22 23 18 

鉄鋼業 1 0 0 

金属製品 3 3 1 

一般機械器具 11 11 12 

電気機械器具 9 16 10 

輸送用機械器具 9 10 7 

精密機械器具 8 9 6 

その他 4 5 6 

建設業 4 7 7 

卸売・小売業 3 0 1 

金融・保険・不動産 0 0 0 

運輸・通信業 2 0 1 

電気・ガス・水道業 6 10 6 

サービス業 26 24 26 

官公庁 0 1 3 

教育・学習支援業（学校教育） 0 0 0 

 

（出典：学生課資料） 
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（出典：鶴岡工業高等専門学校学校総覧2013，p. 40～41） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 企業からの求人倍率が高く，また製造業への就職割合が多い事，進学は理工系への分野が多いこと

から，本校の掲げる教育目標において意図している人材を養成しており，教育の成果や効果が上がっ

ている。 

 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

 従来から教育および学習達成度評価として学生自身による「授業改善アンケート」を実施している

（資料６－１－④－１）。平成24年度授業アンケート（前期）の「内容の理解」について，準学士課

程で５段階評価中3.8，「意欲」について4.0，「考え方，知識，能力，技術の向上」について4.1と

総じて高い評価であった（資料６－１－④－１，赤枠部分）。専攻科課程でも「内容の理解」につい

て3.9，「意欲」について4.0，「考え方，知識，能力，技術の向上」について4.0と高い評価であっ

た。「授業改善アンケート」の結果は速やかに集計し，学内に開示している。 

「学修の記録」では，本校の「学習・教育目標」に配置した科目ごとに成績を自分で記載し，総括

的に学校の意図した教育の成果や効果が上がっているか，５段階での「自己評価」を行うようにして

いる（資料６－１－④－２）。平成24年度の結果から，準学士課程では５段階評価の総合平均は3.9，

専攻科課程を見ると５段階評価の総合平均は両専攻を通じて3.8と総じて高い評価であった。 
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資料６－１－④－１ 

 

授業改善アンケート（抜粋） 
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資料６－１－④－１続き 

授業改善アンケート結果 

 

準学士課程 

 

 

専攻科課程 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－④－２ 

 

学修の記録（準学士課程４・５年生用） 
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資料６－１－④－２続き 
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資料６－１－④－２続き 

 

 

学修の記録（専攻科課程 １・２年用） 
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資料６－１－④－２続き 

 

 

学修の記録（準学士課程 ４・５年用）集計結果（抜粋） 

　物質工学科４，５学年（生産システム工学コース前期）履修状況と自己評価

プログラムの
学習・教育目標

4年次
開講科目

単
位

前期
成績

学年
成績

自己
評価
1〜5

5年次
開講科目

単
位

前期
成績

学年
成績

自己
評価
1〜5

（Ｂ） ドイツ語 2 ドイツ語 2

国際政治 1

英語表現法 1

地球環境科学 1

音と福祉工学 1

医療福祉機器工学 1

3.6 3.9

（Ｃ） 応用数学 4 数理科学 1

応用物理 2 エコロジー概論 1

物質化学実験 2 地理学 1

材料工学実験 1

生物工学実験 1

物質工学基礎研究 1

4.4 3.8

（Ｄ） 電気工学概論 1 バイオテクノロジー 2

化学工学 2 無機材料化学 2

計測制御 2 機械工学概論 1

計算機実習 1 環境とエネルギー 1

分子生物学 2 ディジタル制御システム 1

材料化学 2 電子デバイス 1

無機化学 2 エネルギー変換工学 1

有機化学 2 生産工学 1

物理化学 2 情報処理演習 1

生物化学 2

3.8 3.7

（Ｆ） 英語I 2 語学演習 1

工業英語 1

4.0 3.6

卒業研究 12

3.9

論理的表現力と英語

力を身に付ける。

（Ｇ）計画的、継続

的、

客観的な問題解決能力

を身に付ける。

（Ａ）知識を統合し多

面

的に問題を解決する構

想力を身に付ける。

地球的視野と技術者

倫理を身に付ける。

数学、自然科学の基

礎学力と実験・実習

による実践力を身に

付ける。

工学の基礎学力と情

報技術を身に付ける。

（Ｅ）一つの得意専門

分野をもち、生産技術

に関する幅広い対応力

を身に付ける。

履修科目の成績：前期末および学年末の成績評価点を記入する。
自己評価欄 ： ”シラバスにある科目の目標を達成できたか”自分で評価する。
[ 5:十分達成 4:おおよそ達成 3:かろうじて達成 2:やや不足 1:不十分 ］

自分で
チェック
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資料６－１－④－２続き 

 

学修の記録（専攻科課程 １・２年用）集計結果（抜粋） 

機械電気システム工学専攻 

プログラムの
学習・教育目標

1年次
開講科目

単
位

前期
成績

後期
成績

自己
評価
1〜5

2年次
開講科目

単
位

前期
成績

後期
成績

自己
評価
1〜5

（Ａ） 創造工学演習 2 長期インターンシップ 3〜4

インターンシップ 2

長期インターンシップ 3〜4

4.3

（Ｂ） 安全工学 2 経済学 2

技術者倫理 2 日本学特論 2

4.2 3.4

（Ｃ） 応用代数 2 応用解析 2

環境化学 2 物理学特論 2

専攻科実験 2 量子物理 2

環境地理学特論

3.6 3.7

（Ｄ） 総合技術論 2

3.7

（Ｅ） 設計工学 2 データ解析 2

システム計画学 2 実践電気電子工学 2

生物機能材料 2 応用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｸｽ 2

材料科学 2 センサー工学 2

数値計算 2 経営工学 2

材料力学特論 2 材料設計学 2

塑性加工学 2 トライボロジー 2

応用機構学 2 制御工学特論 2

流体機械 2 電磁気応用工学 2

レーザー応用計測 2 信号処理特論 2

集積回路設計 2 音響工学 2

伝送システム工学 2 シミュレーション工学 2

計算機システム 2 光電子デバイス 2

学修成果レポート試験 －

材料設計学

3.7 3.9

（Ｆ） 学会発表 － 専攻科研究（論文） －

専攻科研究（中間発表） － 学会発表 －

総合実践英語I 2 専攻科研究（発表） －

総合実践英語II 2 専攻科研究（英文要旨） －

3.8 4.0

（Ｇ） 専攻科研究（研究遂行能力） －

4.0

               （注）網掛け部分は必修得

一つの得意専門分野

をもち、生産技術に

関する幅広い対応力

を身に付ける。

論理的表現力と英語

力を身に付ける。

計画的、継続的、客

観的な問題解決能力

を身に付ける。

機械電気システム工学専攻１，２学年（生産システム工学コース後期）履修状況と自己評価

知識を統合し多面

的に問題を解決する構

想力を身に付ける。

地球的視野と技術者

倫理を身に付ける。

数学、自然科学の基

礎学力と実験・実習

による実践力を身に

付ける。

工学の基礎学力と情

報技術を身に付ける。

履修科目の成績：成績評価点を記入する。
自己評価 ： ”シラバスにある科目の目標を達成できたか”自分で評価する。
[ 5:十分達成 4:おおよそ達成 3:かろうじて達成 2:やや不足 1:不十分 ］

自分で
チェック
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資料６－１－④－２続き 

 

物質工学専攻（抜粋） 

プログラムの
学習・教育目標

1年次
開講科目

単
位

前期
成績

後期
成績

自己
評価
1〜5

2年次
開講科目

単
位

前期
成績

後期
成績

自己
評価
1〜5

（Ａ） 創造実習II 2 長期インターンシップ 3〜4

インターンシップ 2

長期インターンシップ 3〜4

3.5

（Ｂ） 安全工学 2 経済学 2

技術者倫理 2 日本学特論 2

3.8 4.3

（Ｃ） 応用代数 2 応用解析 2

環境化学 2 物理学特論 2

専攻科実験 2 量子物理 2

環境地理学特論

応用代数 2

3.5 4.5

（Ｄ） 総合技術論 2

4.0

（Ｅ） 設計工学 2 データ解析 2

システム計画学 2 実践電気電子工学 2

生物機能材料 2 応用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｸｽ 2

材料科学 2 センサー工学 2

数値計算 2 経営工学 2

反応速度論 2 有機光化学 2

構造有機化学 2 応用電気化学 2

生物資源利用化学 2 高分子材料化学 2

工業分析化学 2 繊維工学 2

固体構造化学 2 学修成果レポート試験 －

高分子合成化学 2 構造有機化学 2

ゲノム工学 2 材料科学

高分子材料化学 2 反応速度論 2

有機光化学 2 ゲノム工学 2

3.2 3.4

（Ｆ） 学会発表 － 専攻科研究（論文） －

専攻科研究（中間発表） － 学会発表 －

総合実践英語I 2 専攻科研究（発表） －

総合実践英語II 2 専攻科研究（英文要旨） －

3.5 4.0

（Ｇ） 専攻科研究（研究遂行能力） －

               （注）網掛け部分は必修得

一つの得意専門分野

をもち、生産技術に

関する幅広い対応力

を身に付ける。

論理的表現力と英語

力を身に付ける。

計画的、継続的、客

観的な問題解決能力

を身に付ける。

物質工学専攻１，２学年（生産システム工学コース後期）履修状況と自己評価

知識を統合し多面

的に問題を解決する構

想力を身に付ける。

地球的視野と技術者

倫理を身に付ける。

数学、自然科学の基

礎学力と実験・実習

による実践力を身に

付ける。

工学の基礎学力と情

報技術を身に付ける。

履修科目の成績：成績評価点を記入する。
自己評価 ： ”シラバスにある科目の目標を達成できたか”自分で評価する。
[ 5:十分達成 4:おおよそ達成 3:かろうじて達成 2:やや不足 1:不十分 ］

自分で
チェック

 

 

(出典：学生課資料) 
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（分析結果とその根拠理由）  

 全学生による科目毎の「授業改善アンケート」，準学士課程４・５年生及び専攻科課程学生が自ら

記載する「学修の記録」を通じて達成状況を確認した結果，本校の意図する教育の成果や効果は上が

っている。 

 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付け

た学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取

組を実施しているか。また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっ

ているか。 

（観点に係る状況） 

本校は５年毎にJABEEプログラムに関するアンケートを実施しており，平成21年12月下旬から平成

22年2月中旬にかけて準学士課程卒業生と専攻科課程修了生，就職先企業277社（県内59，県外218

社）を対象に調査を行った。100社（県内31社，県外69社）から回答を得ている。調査項目「鶴岡高

専の卒業生の評価」のうち優れている点のなかで「技術的基礎知識」(20％)，「誠実さ」(14％)，

「協調性」(13％)が上位を占めていた（資料６－１－⑤－１，２頁目赤枠部分）。これは５年前の調

査と傾向的に大きな変化はなかった。専攻科修了生についても傾向は同じであった（資料６－１－⑤

－１ ３頁目赤枠部分）。本校の学習・教育目標は，企業が求める人材要件と一致し適切であること

が確認された（資料６－１－⑤－１ ４頁目赤枠部分）。また５年前の調査で「卒業生の不足してい

る点」として挙げられた「プレゼンテーション能力」（８％）や「総合的問題解決能力」（７％）は

改善傾向にある（資料６－１－⑤－１ ２頁目青枠部分）。 

 卒業（修了）生からのアンケートでは，学習・教育目標の必要性がかなり高いことが明らかとなっ

た（資料６－１－⑤－１ ５頁目赤線部分）。 
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資料６－１－⑤－１ 

JABEE プログラムに関するアンケート 
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資料６－１－⑤－１続き 
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資料６－１－⑤－１続き 
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資料６－１－⑤－１続き 
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資料６－１－⑤－１続き 
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資料６－１－⑤－１続き 
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資料６－１－⑤－１続き 
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資料６－１－⑤－１続き 

 

 

 

 

  (出典：平成 22 年 JABEE 自己点検書，裏付け資料，pp.116～123） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校卒業生，修了生及び進路先関係者から意見を聴取した結果からは，本校での教育は総じて好評

であると評価でき，教育の成果や効果が上がっている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

準学士課程で，学習・教育目標に科目が対応づけられており，学生が卒業時に身につける学力や

資質・能力についての達成状況を把握し，明記された基準に基づいて厳密に評価されている。また，

FD委員会による全体を点検し提言するシステムが整備されている点。 

専攻科課程でも，学習・教育目標や到達度目標が明確であり，明記された基準に基づいて厳密に

評価されている点。 

高い単位修得率，学生の研究発表件数が多いこと，製造業への高い就職割合，理工系大学等への

進学など教育の成果が挙がっている点。 

企業においても卒業（修了）生への評価が高く，学習・教育目標が重要性が高い点。 

 

（改善を要する点）  

 特になし 

 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

準学士課程・専攻科課程のカリキュラムにおけるそれぞれの科目の位置づけにより，科目毎に学習

・教育目標との対応を定めており，担当教員による科目毎の成績評価から進級・卒業及び修了判定ま

で，いずれも明記された評価方法と基準及び規定に基づいて厳密に実施されている。またFD委員会が

実施するアンケートにより取り組みが適正に行われていることがわかる。以上により，高等専門学校

としてその目的に沿った形で，課程に応じて学生が卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力や

養成する人材像について，その達成状況を適切に把握・評価するための組織体制がおかれ適切な取組

がなされている。 

単位修得率，進級率，卒業（修了）率の状況，資格取得状況，卒業研究及び専攻科研究等の内容・

水準から判断して，教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 

企業からの求人倍率が高く，また製造業への就職割合が多い事，進学は理工系への分野が多いこと

から，本校の掲げる教育目標において意図している人材を養成しており，教育の成果や効果が上がっ

ている。 

 全学生による科目毎の「授業改善アンケート」，準学士課程４・５年生及び専攻科課程学生が自ら

記載する「学修の記録」を通じて達成状況を確認した結果，本校の意図する教育の成果や効果は上が

っている。 

本校卒業生，修了生及び進路先関係者から意見を聴取した結果からは，本校での教育は総じて好評

であると評価でき，教育の成果や効果が上がっている。 

 


